
～
高
齢
者
の
人
権
～

人

シ

ー

権

リ

ズ

　

日
本
は
世
界
に
例
が
な
い
速
さ
で

高
齢
化
が
進
行
し
、
超
高
齢
社
会
を

迎
え
て
い
ま
す
。
湖
南
市
の
高
齢
化

率
は
、
平
成
30
年
７
月
末
現
在
で
24
・

２
％
と
国
や
滋
賀
県
全
体
と
比
べ
る

と
や
や
低
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕

組
み
と
し
て
の
介
護
保
険
制
度
は
、

制
度
が
始
ま
っ
て
18
年
目
を
迎
え
、

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
す
べ
て
を
カ

バ
ー
す
る
制
度
と
は
言
え
ず
、
本
人

や
家
族
が
満
足
で
き
る
も
の
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
住
ま
い
や
お
金
、

家
族
の
こ
と
、
体
調
面
な
ど
多
岐
に

渡
る
不
安
や
悩
み
の
中
で
暮
ら
し
て

い
る
人
が
い
ま
す
。

　

介
護
に
対
す
る
負
担
が
重
な
る

と
、
家
族
が
高
齢
者
に
危
害
を
加
え

て
し
ま
い
、
言
葉
や
態
度
で
精
神
的

に
苦
痛
を
与
え
る
な
ど
の
虐
待
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

人
は
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
体
の

機
能
が
低
下
し
、
物
忘
れ
が
出
て
く

る
人
も
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
う
ち
５
人
に
１
人
が
認
知
症

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知

症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

決
し
て
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
と
話
す
と
き
は
ゆ
っ
く
り

と
目
線
を
合
わ
せ
て
話
す
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
相
手
の
こ
と

を
思
い
や
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
内
高
齢
福
祉
課

に
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
や
成
年
後
見
制
度
な
ど
の

活
用
、
高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
関
し

て
様
々
な
機
関
と
協
力
し
、
介
護
・
福

祉
・
医
療
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《 

今
月
は
高
齢
福
祉
課
が
担
当
し
ま

し
た
》

平成31年４月採用 湖南市職員を募集します
問 人事課〔東庁舎〕 （〒520-3288住所記載不要）

　☎71 ● 2312　 72 ● 1146

試験区分 一般行政（上級） 技術職（土木） 技術職（建築）

採 用 予 定
人 数

5人 １人 １人

受験
資格

年齢
要件

昭和63年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人

資格
要件

－

学校教育法に規定する学校（※）で
土木に関する専門課程を専攻して
卒業した人（平成31年３月31日ま
でに卒業見込みを含む。）

学校教育法に規定する学校（※）で
建築に関する専門課程を専攻して
卒業した人（平成31年３月31日ま
でに卒業見込みを含む。）

第一次試験 11月1０日（土）　午前９時～午後５時　場所：共同福祉施設（サンライフ甲西）

第二次試験以降の詳細については、第一次試験合格者に通知します。

受験申込書 人事課で配布するほか市ホームページからダウンロードできます。

受 付 期 間
1０月19日（金）までの午前８時3０分～午後５時15分（土・日曜日、祝日を除く）
※郵送は締切日必着

※ 学校教育法に規定する学校は、大学（短期大学を含む。）、高等専門学校、高等学校および専修学校その他の学校を指します。
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